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運用報告書（全体版） 

日本厳選プレミアム株式オープン 
（年２回決算型） 

 

 
 

第12期（決算日：2019年12月９日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本厳選プレミアム株式オープ

ン（年２回決算型）」は、去る12月９日に第12期の決

算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2024年１月19日まで（2014年１月20日設定） 

運 用 方 針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

日本厳選プレミアム株式オープン 
マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

わが国の金融商品取引所上場（これに
準ずるものを含みます。）株式 

運 用 方 法 

・ わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるもの
を含みます。）株式のうち、「プレミアム企業＊」
の株式に着目した運用を行います。 

＊ 当ファンドにおいて「プレミアム企業」とは、高い市場支配

力、強い収益力、確固とした財務基盤の３つの性質を有する

と三菱ＵＦＪ国際投信が判断した企業を指します。 

・ 「プレミアム企業」の中から、景気変動の影響を
受けにくく持続的な業績拡大が期待される企業
の株式を厳選し、集中投資します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・ マザーファンド受益証券への投資
割合は、制限を設けません。 

・ 株式への実質投資割合は、制限を設
けません。 

・ 同一銘柄の株式への実質投資割合
は、当ファンドの純資産総額の10％
以内とします。 

・ 株式以外の資産への実質投資割合
は、原則として信託財産総額の50％
以下とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・ 株式への投資割合は、制限を設けま
せん。 

・ 同一銘柄の株式への投資割合は、マ
ザーファンドの純資産総額の10％
以内とします。 

・ 株式以外の資産への投資割合は、原
則として信託財産総額の50％以下
とします。 

分 配 方 針 

毎年６月８日および12月８日（休業日の場合は翌営
業日）に決算を行い、収益分配方針に基づいて分配
を行います。分配対象額の範囲は、経費控除後の配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額と
します。基準価額水準、市況動向、残存信託期間等
を勘案して、分配金額を決定します。（ただし、分配
対象収益が少額の場合には分配を行わないことも
あります。） 
原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額
10,000円（10,000口当たり）を超えている場合には、
当該超えている部分について、分配対象額の範囲内
で、全額分配を行います。（資金動向や市況動向等に
より変更する場合があります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

148156 



1 

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

 ファンドマネージャーのコメント
 
当期の運用において主眼を置いたポイントをご説明させ
ていただきます。 
 
■投資環境 
当期の投資環境をＴＯＰＩＸ（配当込み）でみると、期
を通じて上昇となりました。期首から2019年８月下旬
にかけては、一時、楽観視されていた米中通商交渉にお
いて再度先行き不透明感が台頭し、米中貿易問題が深刻
化すれば国内企業の業績不安が高まることなどから下落
しました。９月上旬から期末にかけては、ドイツの財政
出動への期待が高まったことや、米中貿易問題への過度
な懸念が後退したこと、欧州中央銀行（ＥＣＢ）の金融
緩和政策の強化などを受けて、国内企業への過度な業績
不安が後退したことなどから、国内株式市況は上昇しま
した。 
 
■運用のポイント 
業績成長、その持続力などに着目し銘柄の選別投資を行
いました。成長銘柄投資が基本であるため米国金融政策
の緩和は好材料であったものの、2019年10月の米中協
議の部分合意を背景に中国景気の回復期待が台頭し外需
銘柄を中心に景気敏感株が上昇する展開となり、基準価
額は参考指数（ＴＯＰＩＸ（配当込み））を下回る展開
となりました。 
組入銘柄数は概ね30銘柄程度で推移させました。高い市
場支配力、強い収益力、確固とした財務基盤等に着目し
銘柄選別を行いました。当期では「ＳＣＲＥＥＮホール
ディングス」、「ＳＭＣ」などを新規に組み入れました。
また、「昭和電工」や「小松製作所」などを全株売却し
ました。 
投資環境や業界動向をより注意深く分析するために、こ
れまでの国内株式グループ、海外株式グループに加え、
香港現地法人との情報共有も積極化することで、よりボ
トムアップによる銘柄選択効果の向上に努めてまいりま
した。 
前記の運用を行った結果、組入銘柄の株価上昇により、
基準価額は期首に比べ9.8％の上昇となりました。 

■運用環境見通しおよび今後の運用方針 
当面の国内株式市況は米中貿易交渉の行方に左右される
展開を余儀なくされる可能性はありますが、中長期的に
は堅調に推移すると予想しています。米国については
2020年に大統領選挙、中国では所得倍増計画最終年度、
2021年は中国共産党創立100周年など重要なイベント
が控えていることから、両国とも貿易交渉における部分
合意、あるいは景気対策等により景気の底割れを回避で
きると考えます。特に、中国の景気底割れ懸念が後退す
れば、設備投資も再開され、日本企業の業績にも好材料
になると思います。また、日本においては景気対策が予
定されていることから国内景気も底堅さを維持できると
思われます。日本の内需については、賃金上昇、雇用拡
大により雇用者所得が増加基調にあることに加えて、
2020年７月からの東京五輪を控えて、訪日外国人数と
インバウンド消費の拡大が期待されます。2019年10月
の消費増税の影響も軽微と思われることから、日米の底
堅い景気、中国景気の底割れ回避、欧米の金融緩和環境
等が、株式市況を下支えするものと考えます。 
「高い市場支配力」、「強い収益力」、「確固とした財
務基盤」の３つの性質を有すると判断した「プレミアム
企業」を選別し、ポートフォリオへ反映させ、パフォー
マンスの向上につなげていく所存です。 

 

株式運用部
ファンドマネージャー

内田 浩二

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

８期(2017年12月８日) 10,000 195 12.8 2,622.46 14.5 97.9 － 22,442 

９期(2018年６月８日) 10,000 183 1.8 2,620.05 △ 0.1 94.8 － 18,565 

10期(2018年12月10日) 8,245 0 △17.6 2,361.60 △ 9.9 98.1 － 14,280 

11期(2019年６月10日) 8,424 0 2.2 2,338.19 △ 1.0 98.4 － 14,230 

12期(2019年12月９日) 9,248 0 9.8 2,623.16 12.2 99.0 － 14,647 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＴＯＰＩＸ（配当込み）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数（ＴＯＰＩＸ）に、現

金配当による権利落ちの修正を加えた株価指数です。ＴＯＰＩＸ（配当込み）に関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所

に帰属します。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸ（配当込み）の算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸ（配当込み）の算出もしく

は公表の停止またはＴＯＰＩＸ（配当込み）の商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年６月10日 8,424 － 2,338.19 － 98.4 － 

６月末 8,435 0.1 2,338.89 0.0 98.7 － 

７月末 8,619 2.3 2,360.18 0.9 98.4 － 

８月末 8,426 0.0 2,280.58 △ 2.5 98.6 － 

９月末 8,750 3.9 2,418.29 3.4 97.6 － 

10月末 9,062 7.6 2,539.02 8.6 98.3 － 

11月末 9,173 8.9 2,588.40 10.7 98.6 － 

(期  末)       

2019年12月９日 9,248 9.8 2,623.16 12.2 99.0 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

 運用経過 
第12期：2019年６月11日～2019年12月９日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 1 2 期首 8,424円 
第 1 2 期末 9,248円 
既払分配金 0円 
騰 落 率 9.8％ 

 

 

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
銘柄要因 
上位５銘柄・・・「ＨＯＹＡ」、「信越化学工業」、「キーエンス」、「エムスリー」、「トヨ

タ自動車」 
下位５銘柄・・・「ソフトバンクグループ」、「資生堂」、「ＳＧホールディングス」、「スズ

キ」、「東レ」 
 
 

基準価額は期首に比べ9.8％の上昇となりました。 
基準価額の動き 

米中貿易問題や国内企業業績への過度な不安が後退したことを
背景に国内株式市況が上昇したことや、個別銘柄の上昇など
が、基準価額の上昇要因となりました。 

上昇要因 

米中貿易問題の悪化懸念などを背景に、日本企業の業績不安な
どを受けて国内株式市況が一時的に下落したことが、基準価額
の一時的な下落要因となりました。 

下落要因 

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

 
投資環境について 

 
国内株式市況 
国内株式市況は上昇しました。 
期首から2019年８月下旬にかけては、一
時、楽観視されていた米中通商交渉にお
いて再度先行き不透明感が台頭し、米中
貿易問題が深刻化すれば国内企業の業績
不安が高まることなどから下落しました。 

９月上旬から期末にかけては、ドイツの
財政出動への期待が高まったことや、米
中貿易問題への過度な懸念が後退したこ
と、欧州中央銀行の金融緩和政策の強化
などを受けて、国内企業への過度な業績
不安が後退したことなどから、国内株式
市況は上昇しました。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
日本厳選プレミアム株式オープン
（年２回決算型） 
日本厳選プレミアム株式オープン マザ
ーファンド受益証券の組入比率をおおむ
ね90％以上に保ち、実質的な運用はマザ
ーファンドで行いました。 
 
日本厳選プレミアム株式オープン 
マザーファンド 
「高い市場支配力」、「強い収益力」、
「確固とした財務基盤」の３つの性質を
有する「プレミアム企業＊」の中から、景
気変動の影響を受けにくく持続的な業績
拡大が期待される企業の株式を厳選し、
30銘柄程度に集中投資しました。なお、
銘柄選定の際には、この中で同業他社以
上の成長性や存在感を持つと思われる企

業をポートフォリオへ組み込み、その中
でも特に持続的な業績拡大の確度が高い
と予想される10銘柄程度を「プレミア
ム・コア銘柄」と位置付け、ポートフォ
リオの50～70％程度となるように調整し
ました。 
＊当ファンドにおいて「プレミアム企業」とは、①
高い市場支配力、②強い収益力、③確固とした財
務基盤、の３つの性質を有すると三菱ＵＦＪ国際
投信が判断した企業を指します。 
 
半導体設備投資関連の回復が期待される
「ＳＣＲＥＥＮホールディングス」や企
業の省力化・省人化投資などが見込まれ
る「ＳＭＣ」など４銘柄を新規に組入れ
ました。一方、経済環境の悪化から業績
悪化が懸念される「昭和電工」や「小松
製作所」など３銘柄を全株売却しました。

第12期：2019年６月11日～2019年12月９日

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

  
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。 
参考指数はＴＯＰＩＸ（配当込み）です。 

 
基準価額と参考指数の対比（騰落率） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
分配金について 

 
分配については、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、分配金を決定します。
原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超えている
場合には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行います（資金動
向や市況動向等により変更する場合があります。）。この結果、次表の通りとさせていただきま
した。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基
本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第12期 
2019年６月11日～2019年12月９日 

 当期分配金（対基準価額比率）  －（－％） 

  当期の収益  － 

  当期の収益以外  － 

 翌期繰越分配対象額  484 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。 

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

 今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）
 
日本厳選プレミアム株式オープン
（年２回決算型） 
日本厳選プレミアム株式オープン マザ
ーファンド受益証券を高位に組み入れ、
マザーファンドを通じて運用を行ってい
く方針です。 
 
日本厳選プレミアム株式オープン 
マザーファンド 
引き続き、「高い市場支配力」、「強い
収益力」、「確固とした財務基盤」の３
つの性質を持つと判断する企業の株式を
厳選し、30銘柄程度に集中投資します。 
同業他社以上の成長性や存在感を持つと
思われる企業を選定し、ポートフォリオ
への組み入れを検討します。 

当面の株式市況は堅調な展開を想定して
います。米国については2020年に大統領
選挙、中国では所得倍増計画最終年度、
2021年は中国共産党創立100周年など重
要なイベントが控えていることから、米
国、中国とも景気対策等で景気底割れを
回避すると考えているからです。また、
日本においても、景気対策効果が期待さ
れることなどから、国内景気も底堅さを
維持すると考えます。このため、当面の
企業業績は堅調に推移すると想定しつつ、
投資環境の変化を注意深く観察しながら、
多様化する物色動向などに対してより柔
軟に対応出来るよう機動的にポートフォ
リオを管理し、パフォーマンスの向上に
努める所存です。 

 
 

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

 
１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期 
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）

(ａ)信 託 報 酬  71  0.811 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

 ( 投 信 会 社 )  (31)  (0.351) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
 ( 販 売 会 社 )  (38)  (0.433) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
 ( 受 託 会 社 )  (2)  (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料  2  0.026 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 ( 株 式 )  (2)  (0.026)  

(ｃ)そ の 他 費 用  0  0.002 (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (0)  (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  73  0.839  

期中の平均基準価額は、8,693円です。  

 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2019年６月11日～2019年12月９日

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.63％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

 

日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年６月11日～2019年12月９日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本厳選プレミアム株式オープン マザーファンド 1,524 1,892 794,985 1,047,892 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年６月11日～2019年12月９日) 

 

項 目 
当 期 

日本厳選プレミアム株式オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 4,942,862千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 14,140,037千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月11日～2019年12月９日) 

 

＜日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本厳選プレミアム株式オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,046 707 34.6 2,896 1,143 39.5 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本厳選プレミアム株式オープン マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 212 － 890 

   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,770千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,409千円 

（B）／（A） 37.4％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月９日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本厳選プレミアム株式オープン マザーファンド 11,346,396 10,552,936 14,622,148 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年12月９日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本厳選プレミアム株式オープン マザーファンド 14,622,148 98.8 

コール・ローン等、その他 170,334 1.2 

投資信託財産総額 14,792,482 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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日本厳選プレミアム株式オープン（年２回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月９日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 14,792,482,047   

 コール・ローン等 149,323,531   

 日本厳選プレミアム株式オープン マザーファンド(評価額) 14,622,148,193   

 未収入金 21,010,323   

(B) 負債 145,160,617   

 未払解約金 28,652,536   

 未払信託報酬 116,198,254   

 未払利息 31   

 その他未払費用 309,796   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 14,647,321,430   

 元本 15,838,926,097   

 次期繰越損益金 △ 1,191,604,667   

(D) 受益権総口数 15,838,926,097口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,248円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 16,891,238,369円 

期中追加設定元本額 25,201,347円 

期中一部解約元本額 1,077,513,619円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9248円です。 

○損益の状況 (2019年６月11日～2019年12月９日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       19,659   

 受取利息 395   

 支払利息 △       20,054   

(B) 有価証券売買損益 1,419,940,565   

 売買益 1,468,242,324   

 売買損 △   48,301,759   

(C) 信託報酬等 △  116,508,160   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,303,412,746   

(E) 前期繰越損益金 △1,941,369,176   

(F) 追加信託差損益金 △  553,648,237   

 (配当等相当額) (     32,361,003)  

 (売買損益相当額) (△  586,009,240)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,191,604,667   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △1,191,604,667   

 追加信託差損益金 △  553,648,237   

 (配当等相当額) (     32,382,287)  

 (売買損益相当額) (△  586,030,524)  

 分配準備積立金 734,777,738   

 繰越損益金 △1,372,734,168   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1,191,604,667円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年６月11日～ 
2019年12月９日 

費用控除後の配当等収益額 105,769,740円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 32,382,287円 

分配準備積立金額 629,007,998円 

当ファンドの分配対象収益額 767,160,025円 

１万口当たり収益分配対象額 484円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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